
入試変更の予告 

 大学院博士前期課程人間発達科学専攻応用社会学コースでは、「一般入試」と「外国人留学生入試」

において、アドミッション・ポリシーを参照の上、卒業論文、又は卒業論文と同等以上の研究論文

（日本語で１８,０００字以上の社会学的な内容）の提出を必須としていますが、2025 年度実施の

入試から出願書類の内容の一部を次のとおり変更します。 

 出願の際は、2025 年 6 月公表予定の「大学院博士前期課程 学生募集要項」を参照してください。 

 

 

Ⅰ【一般入試】（９月入試・２月入試） 

（変更前） 

○ 人間発達科学専攻 【一般入試】（９月入試〔実施しないコースあり〕・２月入試）

（略） 

(1) 出願書類 

（※１）卒業論文とは、所属機関にて正式に卒業論文として位置付けられているものに限られる。2 月入試出願時、

卒業見込学生で出願期間以降（20**年**月**日（*）以降）に卒業論文の提出締切日がある場合には、論文

題目と論文提出締切日を記載した表紙のみ出願書類に同封し、論文本体（所属機関に提出期限内に提出した

ものと同一のもの）は 20**年**月**日（*）【必着、ただし**月**日（*）の消印は受理】までに書留速達

で提出してください。**月**日（*）以降に提出締切日がある場合には、**月**日（*）時点での論文本体を

**月**日（金）必着（*月*日（*）の消印は受理）で提出してください。9 月入試の保育・児童学コースへ

の出願者で卒業見込みの者は、研究成果ないしは研究準備状況がわかるものを代わりに提出してください。 

（※２）応用社会学コースについては、TOEIC、TOEFL、IELTS、実用英語検定のスコア・級を持っている者は、スコ

ア票等の写しを提出すること。受験日が本学入学試験日からさかのぼって２年以内を有効とする。 

（略） 

  

(略) （略） （略） 

３ 卒 業 論 文 等 

卒業論文（※１）又は研究成果がわかるもの。また、日本語以外の言語で作成したものに

ついては、原本とあわせて日本語でその要約を提出すること。 

出願するコースによって、提出要件等が異なるので、下記を参照すること。 

 教育科学コース ：本コースにかかる学部の主プログラムを履修した学生については、

卒業論文の提出を要さない。 

 心理学コース  ：９月入試に出願する卒業見込みの者、および２月入試に出願する本

学心理学科卒業見込みの者は、提出する必要はない。 

 発達臨床心理学コース：本学卒業見込みの者は、提出する必要はない。 

 応用社会学コース：アドミッション・ポリシーを参照の上、卒業論文、又は卒業論文と 

          同等以上の研究論文（日本語で１８,０００字以上の社会学的な内

容）を提出すること。 

 保育・児童学コース：卒業論文（領域は問わない、修士論文でも可）があれば提出する

こと。卒業論文がない場合は、研究成果ないしは研究準備状況等

がわかるもの（６，０００字程度ないしそれ以上の分量のもの、

雑誌論文等でも可）を代わりに提出すること。 

(略) （略） （略） 



 

（変更後） 

○ 人間発達科学専攻 【一般入試】（９月入試〔実施しないコースあり〕・２月入試）

（略） 

(1) 出願書類 

（※１）卒業論文とは、所属機関にて正式に卒業論文として位置付けられているものに限られる。2 月入試出願時、

卒業見込学生で出願期間以降（20**年**月**日（*）以降）に卒業論文の提出締切日がある場合には、論文

題目と論文提出締切日を記載した表紙のみ出願書類に同封し、論文本体（所属機関に提出期限内に提出した

ものと同一のもの）は 20**年**月**日（*）【必着、ただし**月**日（*）の消印は受理】までに書留速達

で提出してください。**月**日（*）以降に提出締切日がある場合には、**月**日（*）時点での論文本体を

**月**日（金）必着（*月*日（*）の消印は受理）で提出してください。9 月入試の保育・児童学コースへ

の出願者で卒業見込みの者は、研究成果ないしは研究準備状況がわかるものを代わりに提出してください。 

（※２）応用社会学コースについては、TOEIC、TOEFL、IELTS、実用英語検定のスコア・級を持っている者は、スコ

ア票等の写しを提出すること。受験日が本学入学試験日からさかのぼって２年以内を有効とする。 

（略） 

 

 

  

(略) （略） （略） 

３ 卒 業 論 文 等 

卒業論文（※１）又は研究成果がわかるもの。また、日本語以外の言語で作成したものに

ついては、原本とあわせて日本語でその要約を提出すること。 

出願するコースによって、提出要件等が異なるので、下記を参照すること。 

 教育科学コース ：本コースにかかる学部の主プログラムを履修した学生については、

卒業論文の提出を要さない。 

 心理学コース  ：９月入試に出願する卒業見込みの者、および２月入試に出願する本

学心理学科卒業見込みの者は、提出する必要はない。 

 発達臨床心理学コース：本学卒業見込みの者は、提出する必要はない。 

 応用社会学コース：アドミッション・ポリシーを参照の上、卒業論文、又は卒業論文と 

          同等以上の研究論文（９月入試は日本語で８，０００字以上、２月

入試は日本語で１８,０００字以上の社会学的な内容）を提出する

こと。 

 保育・児童学コース：卒業論文（領域は問わない、修士論文でも可）があれば提出する

こと。卒業論文がない場合は、研究成果ないしは研究準備状況等が

わかるもの（６，０００字程度ないしそれ以上の分量のもの、雑誌

論文等でも可）を代わりに提出すること。 

(略) （略） （略） 



Ⅱ【外国人留学生入試】（９月入試・２月入試） 

（変更前） 

○ 人間発達科学専攻 【外国人留学生入試】（９月入試〔実施しないコースあり〕・２月入試） 

（略） 

(1) 出願書類 

（略） 

（注２）卒業論文とは、所属機関にて正式に卒業論文として位置付けられているものに限られる。2 月入試出願時、

卒業見込学生で、出願期間以降（20**年**月**日（*）以降）に卒業論文の提出締切日がある場合には、論

文題目と論文提出締切日を記載した表紙のみ出願書類に同封し、論文本体（所属機関に提出期限内に提出し

たものと同一のもの）は 20**年**月**日（*）【必着、ただし**月**日（木）の消印は受理】までに書留速

達で提出してください。**月**日（*）以降に提出締切日がある場合には、**月**日（*）時点での論文本体

を**月**日（*）必着（*月*日（*）の消印は受理）で提出してください。9 月入試の保育・児童学コースへ

の出願者で卒業見込みの者は、研究成果ないしは研究準備状況がわかるものを代わりに提出してください。 

（注３）応用社会学コースについては、TOEIC、TOEFL、IELTS、実用英語検定、日本語能力試験（JLPT）のスコア・

級を持っている者は、スコア票等の写しを提出すること。受験日が本学入学試験日からさかのぼって２年以

内を有効とする。 

（略） 

  

(略) （略） （略） 

３ 卒 業 論 文 等 

卒業論文（注２）又は研究成果がわかるもの。なお、日本語以外の言語で作成したものに

ついては、原本とあわせて日本語でその要約を提出すること（日本語訳が困難な場合は、

英語でも可）。 

＜コース別注意事項＞ 

教育科学コース    ：卒業論文がない場合は、研究成果等がわかるものを代わりに提

出。それらが共にない場合には、その旨を用紙に記入し提出。 

心理学コース     ：卒業論文がない場合は、研究成果等を代わりに提出。それらが

共にない場合は、その旨を用紙に記入し提出。 

発達臨床心理学コース ：卒業論文がない場合は、研究成果等（卒業論文と同等以上のも

の）を代わりに必ず提出。 

応用社会学コース   ：アドミッション・ポリシーを参照の上、卒業論文、又は卒業論

文と同等以上の研究論文（日本語で１８，０００字以上の社会

学的な内容）を提出すること。 

保育・児童学コース  ：卒業論文（領域は問わない、修士論文でも可）があれば提出す

ること。卒業論文がない場合は、研究成果ないしは研究準備状

況等がわかるもの（６，０００字程度ないしそれ以上の分量の

もの、雑誌論文等でも可）を代わりに提出すること。 

(略) （略） （略） 



 

（変更後） 

○ 人間発達科学専攻 【外国人留学生入試】（９月入試〔実施しないコースあり〕・２月入試） 

（略） 

(1) 出願書類 

（略） 

（注２）卒業論文とは、所属機関にて正式に卒業論文として位置付けられているものに限られる。2 月入試出願時、

卒業見込学生で、出願期間以降（20**年**月**日（*）以降）に卒業論文の提出締切日がある場合には、論

文題目と論文提出締切日を記載した表紙のみ出願書類に同封し、論文本体（所属機関に提出期限内に提出し

たものと同一のもの）は 20**年**月**日（*）【必着、ただし**月**日（木）の消印は受理】までに書留速

達で提出してください。**月**日（*）以降に提出締切日がある場合には、**月**日（*）時点での論文本体

を**月**日（*）必着（*月*日（*）の消印は受理）で提出してください。9 月入試の保育・児童学コースへ

の出願者で卒業見込みの者は、研究成果ないしは研究準備状況がわかるものを代わりに提出してください。 

（注３）応用社会学コースについては、TOEIC、TOEFL、IELTS、実用英語検定、日本語能力試験（JLPT）のスコア・

級を持っている者は、スコア票等の写しを提出すること。受験日が本学入学試験日からさかのぼって２年以

内を有効とする。 

（略） 

 

 

(略) （略） （略） 

３ 卒 業 論 文 等 

卒業論文（注２）又は研究成果がわかるもの。なお、日本語以外の言語で作成したものに

ついては、原本とあわせて日本語でその要約を提出すること（日本語訳が困難な場合は、

英語でも可）。 

＜コース別注意事項＞ 

教育科学コース    ：卒業論文がない場合は、研究成果等がわかるものを代わりに提

出。それらが共にない場合には、その旨を用紙に記入し提出。 

心理学コース     ：卒業論文がない場合は、研究成果等を代わりに提出。それらが

共にない場合は、その旨を用紙に記入し提出。 

発達臨床心理学コース ：卒業論文がない場合は、研究成果等（卒業論文と同等以上のも

の）を代わりに必ず提出。 

応用社会学コース   ：アドミッション・ポリシーを参照の上、卒業論文、又は卒業論

文と同等以上の研究論文（９月入試は日本語で８，０００字以

上、２月入試は日本語で１８，０００字以上の社会学的な内容）

を提出すること。 

保育・児童学コース  ：卒業論文（領域は問わない、修士論文でも可）があれば提出す

ること。卒業論文がない場合は、研究成果ないしは研究準備状

況等がわかるもの（６，０００字程度ないしそれ以上の分量の

もの、雑誌論文等でも可）を代わりに提出すること。 

(略) （略） （略） 


